
54 号 神話とたたら──出雲の民の暮らしを支えた斐伊川

島根
1

54 号 昆布ロードがもたらした明治維新と食文化
59 号 姶良火山の大噴火が築いた「シラス文化圏」の肝属川
60 号 伝統保存か近代化か

鹿児島
3

11 号 風呂はハレ空間だった
16 号 「遊ぶお茶」は現代の「講」
32 号 歴史が語る、近代治水の変遷
40 号 片品村五千人の心意気

群馬
4

27 号 変化する川 自由な川が美しい
34 号 森を守るために消費地が今できること
53 号 異界との境目「水辺」に現れる妖怪
60 号 素朴さこそがこのうえない贅沢 いちご煮

青森
4

37 号 田の神祭りに見る日本人の神意識
50 号 「弁当忘れても傘忘れるな」
56 号 いつでも、どこでも、 見上げれば雲はそこにある

石川
3

49 号 養殖魚の味を変えた特産品「かぼす」

大分
1

27 号 変化する川 自由な川が美しい

宮崎
1

18 号 小学生は、水をどのように学んでいるのか
32 号 歴史が語る、近代治水の変遷
42 号 都市型用水路の行方

埼玉
3

46 号 ハイテク技術の農的活用
46 号 NPO法人千葉自然学校
47 号 ペデストリアンデッキの登場と駅前空間の変化

千葉
3

34 号 森の保全と物質循環
47 号 神荒ぶ、よみがえりの熊野川
54 号 古式捕鯨にみる「人の行き来」と「技の伝播」

和歌山
3

17 号 海に生きる観天望気
38 号 太田川の広島〈概説〉
38 号 四季 太田川
38 号 ヒロシマ復興の軌跡
39 号 小水力発電の巨人 織田史郎
54 号 古式捕鯨にみる「人の行き来」と「技の伝播」

広島

6

03 号 『有明海とアオ（淡水）の世界』《佐賀》
15 号 川を「里川化」する水車の復元
32 号 成富兵庫茂安の足跡
32 号 佐賀平野を養う水利用

佐賀
4

13 号 輪中の智恵を伝えるリスクコミュニケーション
29 号 つくり育てる漁業
47 号 神荒ぶ、よみがえりの熊野川

三重
3

21 号 湿度の高い砂漠大気から水を絞り出す
54 号 神話とたたら──出雲の民の暮らしを支えた斐伊川

鳥取
2

50 号 郊外化した過疎地に生まれる、「ゆるさ」の魅力
52 号 水に乏しい痩せ地が生んだ宝物 阿波和三盆糖
53 号 妖怪は山で暮らす「生活必需品」
55 号 藍染め新世代「BUAISOU」の挑戦

徳島
4

47 号 神荒ぶ、よみがえりの熊野川
48 号 大和川の総合治水
49 号 気候と純度の高い水が育む吉野葛
55 号 日本に溢れる自然が多彩な藍色を育んだ

奈良
4

18 号 排除することと使いこなすこと
50 号 川と人が保つ〈ほどよい距離感〉那珂川
52 号 凍らせて乾燥させる「幻のこんにゃく」
56 号 雷雲を追いかける男

茨城
4

01 号 舟運を通して都市の水の文化を探る（1）
41 号 和紙の今昔物語
41 号 越前和紙の息使い
41 号 植物繊維としての和紙
41 号 心優しい人たちが守るアカタンの水
49 号 歩くほどに物語が生まれる場
50 号 雨を楽しむ傘文化を提供したい
50 号 「傘の下の空間」と「雨に対する感性」
54 号 和船はどのように発達したか
55 号 こたつで食べる冬の風物詩 でっち羊かん

福井

10

12 号 郡上八幡の水緑空間
13 号 輪中の智恵を伝えるリスクコミュニケーション
24 号 都市に水と緑の回廊をつくる
24 号 都市公園の常識を変革するワークショップ
36 号 なつかしの阿木川
38 号 地図が広げる未来の可能性
50 号 江戸時代から続く岐阜・加納の和傘づくり
50 号 「傘の下の空間」と「雨に対する感性」
57 号 山里の暮らしを縫い、平野の暮らしを紡いだ庄川
60 号 地域おこしを支える「水への信仰」の記憶

岐阜

10

35 号 ツーリズムは功罪を超えるか
35 号 戦略的な水資源
35 号 手永制度が育んだ肥後人気質
35 号 地下水盆と共存する政策へ
35 号 訪れる人と共有する生業の場
35 号 産業の変遷と景観保全
35 号 ブラックツーリズムのススメ

熊本

7

22 号 地下水としての温泉保全入門
23 号 県境を越えてともに育み流域の資源を守る
23 号 公営企業　水道局の総合力
27 号 変化する川 自由な川が美しい
33 号 美しくなければ川じゃない
39 号 老舗旅館のエコパワー
40 号 富士山と酒匂川
51 号 水中を浮遊するクラゲに癒される

神奈川

8

08 号 こどもが動くと地域もうごく
34 号 森を守るために消費地が今できること
46 号 145のしずくがつくる 旭川
49 号 カキとアマモのハーモニー
55 号 日本の「青」で世界に通用するジーンズを
59 号 まちの文化発信力を維持する人々

岡山

6

17 号 言葉は文化 新聞で伝える沖縄文化
44 号 沖縄 水と空の魅力
53 号 異界との境目「水辺」に現れる妖怪
55 号 日本に溢れる自然が多彩な藍色を育んだ
57 号 できたての熱々を味わう島豆腐
59 号 釣って食べて学ぶ外来魚

沖縄

6

23 号 県境を越えてともに育み流域の資源を守る
28 号 エネルギー自立型から供給型へ
32 号 武田信玄の総合的治水術
32 号 暮らす人の知恵と術
34 号 源流を極めると森林再生に行き着く
43 号 富士山湧水の恵み──水掛け菜
50 号 水車によって広まった ほうとう

山梨

7

49 号 過疎に悩む地域を救うか？「温泉とらふぐ」
50 号 川と人が保つ〈ほどよい距離感〉那珂川
53 号 冬の結晶を夏にいただく 日光 天然の氷
55 号 日本に溢れる自然が多彩な藍色を育んだ
55 号 淡い色から濃い色まで自在に染められる「日本の藍」
56 号 雷雲を追いかける男

栃木

6

01 号 ため池文化《香川》融通の智恵
23 号 渇水地における水道ビジネスの難しさ
40 号 大禹謨発見のドラマ
58 号 質にこだわらずにはいられない文化

香川
4

28 号 エネルギー自立型から供給型へ
42 号 健康でおいしい水を飲む方法
55 号 大地を削って「遠回り」する肱川
56 号 流れを創る事業者たち
58 号 「雑巾がけ」の速さを競う勇者たち

愛媛
5

23 号 渇水地における水道ビジネスの難しさ
39 号 地域密着型資源の可能性
39 号 ものづくりの底力
39 号 高知県高岡郡梼原町の挑戦　目指せ！ 永続地帯
49 号 人の力で〈川の恵み〉を取り戻せ！物部川

高知
5

27 号 海からのラブレター
34 号 森を守るために消費地が今できること
42 号 岩手・山田町「御蔵の湯」の秘密
53 号 遠野に息づく民話の奥深さ

岩手
4

11 号 風呂はハレ空間だった
12 号 蛇口の水が止まった時
20 号 21世紀の都市消防を考える
20 号 ベッドタウンを守る三つの消防物語
21 号 水道歴史遺産を水の科学ミュージアムに
37 号 社会があるから文化がある
58 号 瀬戸内の風土を反映した効率的な水利用の揖保川
60 号 都市に「水と人」の接点を

兵庫

8
17 号 海に生きる観天望気
47 号 長崎・眼鏡橋復元の物語
52 号 五島灘の季節風がもたらす大根のうまみ
53 号 制約を味方にする小さなベンチャー
54 号 古式捕鯨にみる「人の行き来」と「技の伝播」
60 号 雨水生活は成り立つのか？

長崎

6

02 号 日本の浦島、中国の浦島
18 号 潅漑排水の効率化が必要だ
28 号 水、土、木、無心になれるもの
29 号 禁漁で資源を回復
45 号 水神様を祀るかまくら
45 号 山懐に抱かれた 米代川
51 号 米と杉と鉱山が生んだ「きりたんぽ」
57 号 ドチャベンが教えるこれからのイノベーション

秋田

8

11 号 風呂はハレ空間だった
18 号 排除することと使いこなすこと
22 号 女将が守る温泉宿
34 号 森を守るために消費地が今できること
44 号 日本の水族館とともに
52 号 西伊豆に今も伝わる本枯れ節の滋味
52 号 干物が生活に根ざすまち「網代」
52 号 「数」×「連携」×「継続」の「民の力」で守る天竜川
54 号 温泉観光地バージョンアップのしくみ
56 号 銘茶を支える、雲による天気読み

静岡

10

09 号 北前船から北洋漁業へ
29 号 資源管理につながった台網漁
29 号 ブリの街道
51 号 恐ろしくも美しい魔性の川 黒部川
54 号 昆布ロードがもたらした明治維新と食文化
57 号 山里の暮らしを縫い、平野の暮らしを紡いだ庄川

富山

6

02 号 水情報との上手なつきあい方
04 号 水の力を地域づくり・まちづくりにつなげる社会実験
04 号 木場に受け継がれる川並の心意気
04 号 下水道整備の考え方
04 号 水景と水系、そして水辺の体験
04 号 雨水利用の夢
12 号 近世城下町に見る水道の知恵
12 号 水みちと会話する 地図の下の探検フィールド
17 号 個人下水道という発想の現在
15 号 現代都市の「里という居住地」とは
16 号 守るべきはもてなしの心
18 号 江戸から東京へ流れる排水の歴史
18 号 溜める水と使う水
20 号 超不燃都市の消防水利
20 号 ハザードマップをつくろう
23 号 江戸の水売り
23 号 水売りの声
24 号 利用者がつくる都市公園
24 号 公園は育てるもの
24 号 小自然から中自然へ
24 号 五感で味わう公園
24 号 遊びと公園のエコロジー
25 号 商人の港、日本橋界隈
27 号 なぜ名古屋の水はおいしいのか
27 号 身近な都市の水辺に夕暮れ文化を
28 号 働く水車が伝える水のポテンシャル
30 号 地方都市と水の共生
31 号 暮らしのプランありき
33 号 給食から広がる生活学習
34 号 森を守るために消費地が今できること
35 号 マイ蛇口を持って深井戸天然水を飲もう
38 号 江戸川区の水神様
39 号 《地産都消》都市の役割
41 号 近世出版事業の隆盛と和紙需要
41 号 デザインをプラスする産地の力
41 号 心を包む折形礼法
42 号 春の小川の蓋は開くか
42 号 市民環境科学のすすめ
42 号 東京の防災水利
42 号 都市型用水路の行方
43 号 目指せ、善福寺川再生！
46 号 新鮮・高品質が拓く東京野菜の未来
46 号 江戸東京野菜でまち興し
46 号 家族で六次産業化
46 号 命のバトンを練馬でつなぐ
47 号 帝都復興における橋とデザインの思想
47 号 川がない橋が秘めた東京の履歴
50 号 どこまでも理想の傘を追い求めて
51 号 感性を刺激する「滝時間」
53 号 まちを巡って「妖怪採集」
56 号 塩の節約と島の自然が生んだ「くさや」
57 号 親水の大事
57 号 江戸と東京は今もつながっている
57 号 老若男女が集う江戸随一の遊興地
57 号 変わることを恐れない浅草人のプライド
57 号 ランナーたちを魅了する隅田川リバーサイド
57 号 知られざる遊女たちの実像
57 号 ゆるやかにつながる「職人のまち」
57 号 化政文化を生んだ武士と町人の交流
57 号 江戸の掘割と現代のカフェ
57 号 水辺を楽しむ大きなテラス
57 号 よそ者を拒まない「意気」なまち
58 号 どこを拭くか「観察」して考える
59 号 江戸で花開いた釣りの文化
59 号 江戸前のハゼ釣りに「和竿」で挑戦！
59 号 漁民から全国へ広まった「佃煮」
60 号 目に見えない「水インフラ」を可視化する

東京

6704 号 雨水利用の夢
05 号 舟運から都市の水の文化を探る 中間報告
07 号 関わりを育んだホタル調査
08 号 水が彩る交易都市
10 号 アジアの水辺から見えてくる水の文化
11 号 土地の文化を知らないと洗濯機は作れない
11 号 シャボンの香り
12 号 貴重な水を運ぶカナート
12 号 紅茶の水色
13 号 雨期の世界単位
13 号 水辺空間の価値を変えた交通モード
13 号 水資源 開発と保全のあいだ
13 号 開発におけるテクノロジーと習慣の共存
13 号 タイ中部の水辺の住いと暮らし
13 号 コラート高原の溜池から見るタイ社会の移り変わり
13 号 満水のタイ写真紀行
13 号 微笑みの国　タイ
15 号 英国生まれの「コンパクトシティ」 日本に応用すると
16 号 中国茶 もてなされ写真紀行
18 号 潅漑排水の効率化が必要だ
19 号 オランダモデル
19 号 水管理国家の政策転換は話し合い
19 号 水の地域政府
19 号 オランダ ジョーク
19 号 砂丘はオランダのめぐみ
19 号 コントロールされた自然
19 号 オランダモデルから見た日本
19 号 世間の合意形成
23 号 水はただではないという文化
23 号 子どもたちが見た世界水フォーラム
24 号 公園は育てるもの
24 号 小自然から中自然へ
25 号 沿海岸港と河口内港
25 号 スウェーデンの水景色
26 号 気候変動の文明史
26 号 異物を排除する衛生感
27 号 危機感の値段
27 号 生活文化に根差した水意識
27 号 節水意識を実現した水研究
28 号 水路を「共の論理」で運用する
28 号 環境を自分たちの力で守るエコ意識
28 号 排出量取引の現状
29 号 水産資源の見える化
29 号 水産市場の目利き
30 号 地方都市と水の共生
30 号 沖大幹のスペイン・サラゴサ万博レポート
30 号 水と持続可能な開発
30 号 アジアと日本の水文化
33 号 世界の食文化とうま味
33 号 日本人はなぜ鰹を食べてきたのか
34 号 森林からの警告
38 号 地図で表わす世界観
39 号 《地産都消》都市の役割
40 号 禹王の足跡を巡る旅
40 号 禹の治水と中国史の流れ
40 号 禹の治水に学ぶ
41 号 植物繊維としての和紙
41 号 木版画を見立てる審美眼
42 号 春の小川の蓋は開くか
47 号 モンゴルと日本をつないだ太陽橋
50 号 ファッションとしての傘
51 号 生きづらい社会における水辺の価値
52 号 極東シベリアの発酵食品
55 号 自然のエレガンス
55 号 色と文化と心
58 号 「拭く」行為に宿る精神性と宗教性
58 号 「拭くシート」から見える日本事情
58 号 誰も知ろうとしなかった「拭く紙」
59 号 釣りを極めて「道」とする日本文化
59 号 無駄をそぎ落とした究極の釣り「テンカラ」
60 号 都市に「水と人」の接点を

海外

71

22 号 ハッピネスを基準とする維持可能な感幸
22 号 野沢温泉村の湯仲間と野沢組
22 号 地域の文化資源を伝える 野沢組と道祖神祭り
28 号 ミニ発電でくるくる地域づくり
29 号 ブリの街道
36 号 愛知用水源流概説
36 号 流域を見据えて
36 号 歌われない校歌の三番
36 号 王滝の食文化を発信
36 号 〈子どもの森〉は活路となるか
37 号 生活行事のすべてが祭り
37 号 地縁が息づく神様王国
42 号 「青い金」水源と地下水についての考察
52 号 先人の挑戦を受け継ぎ干し柿をブランド化
52 号 「数」×「連携」×「継続」の「民の力」で守る天竜川
54 号 北前船が運んだ民謡
55 号 時を刻む木曽漆と有田焼の「藍」

長野

17
25 号 八丁味噌　社史からわかる老舗の知恵
27 号 なぜ名古屋の水はおいしいのか
36 号 愛知用水概説
36 号 公共事業の原点回帰
36 号 日間賀島 島人気質
36 号 南知多 溜め池と支線管理
36 号 大府 通水前後の水使い
36 号 不老会を知っていますか？
36 号 多様な生きものを育む水辺
36 号 愛知用水 工業用水としての足跡
36 号 製鉄に貢献した水質
36 号 なつかしの阿木川
36 号 愛知用水源流概説
36 号 流域を見据えて
36 号 通水50年は新たな始まり
36 号 愛知用水──愛される地域用水として
37 号 守り伝えるための〈お弓〉の仕組み
38 号 ハザードマップと空間認知
51 号 人と人をつなぐ健康ランド
52 号 「数」×「連携」×「継続」の「民の力」で守る天竜川
54 号 陶器がつなぐ奥州と東海
60 号 15歳が抱いた「海への夢」育む

愛知

22
02 号 日本の浦島、中国の浦島
02 号 伝説の地は、また、棚田地帯
04 号 水景と水系、そして水辺の体験
09 号 「漁の文化」と「海の文化」は同じもの？
11 号 風呂はハレ空間だった
14 号 盆地都市と水の文化
14 号 カッパが語る「京の水」
14 号 庭園は総合生活空間
14 号 「何を見る」というよりは 「どこから見る」
14 号 水と町衆が生み出す暮らしの勢い
14 号 第3回世界水フォーラム報告
14 号 新聞発行から学ぶこころ言葉
14 号 夏の京都 水風景
16 号 遊ぶ芸から見る芸へ
16 号 守るべきはもてなしの心
17 号 雨をしのぐ屋根 外に誇る屋根
24 号 五感で味わう公園
31 号 町家の暮らし
33 号 米食風土が育んだ、だし文化
40 号 時間・空間で読み解く鴨川
51 号 日本庭園における水への眼差し
53 号 妖怪という「共通項」に導かれて

京都

22

11 号 おとなが楽しまないと子どもに伝わらない
22 号 農民の家 鳴子温泉に今も残る湯治の場
27 号 海からのラブレター
42 号 都市型用水路の行方
44 号 松島の幸と恵み
47 号 ペデストリアンデッキの登場と駅前空間の変化
48 号 〈かわまちづくり〉で進む、石巻の復興計画
48 号 本間家の蔵が語る3・11震災
51 号 出る杭がつくる「選ばれるまちづくり」
54 号 陶器がつなぐ奥州と東海
58 号 旬の食材を地元で味わう「せりしゃぶ」

宮城

11

15 号 「見試（みため）し」でつくる里川
19 号 都市化する土地改良区の合意形成
30 号 技術にも自治がある
31 号 守るものと生まれ変わるもの
34 号 新しい〈クニ〉の形
45 号 雪室と雪だるま財団
45 号 利雪の家
45 号 雪都・上越高田の宝物 日本一の雁木通り
53 号 道の記憶と原風景を留める「越後の荒川」

新潟

9

15 号 川を「里川化」する水車の復元
30 号 技術にも自治がある
32 号 堀の記憶が成し遂げた、柳川再生物語
37 号 古賀市ふるさと見分け
42 号 岩手・山田町「御蔵の湯」の秘密
42 号 次世代に引き継ぐ川の魅力
44 号 恩がある川 遠賀川
46 号 儲かる農家モデルと循環システム
46 号 都市の農業

福岡

9

07 号 関わりを育んだホタル調査
10 号 かたちにならぬ「水の文化」を残すには？
10 号 第 9回 世界湖沼会議レポート
12 号 近世城下町に見る水道の知恵
14 号 第 3回世界水フォーラム報告
25 号 近江商人の陸の商い
28 号 水路を「共の論理」で運用する
42 号 たんけん・はっけん・ほっとけん
44 号 マザーレイクと歩む琵琶湖博物館
59 号 ごみを拾う釣り人たち
60 号 「カバタ」の暮らしを守る住民たち

滋賀

11 39 号 工業高等専門学校の心意気
43 号 藩校〈致道館〉に見る庄内人気質
43 号 種を守る人々
43 号 映画「よみがえりのレシピ」から
43 号 庄内の米づくり
43 号 つや姫誕生秘話
43 号 庄内砂丘の水とメロン栽培
43 号 庄内赤川水源林保全の歴史
43 号 庄内の里川 赤川と赤川頭首工
53 号 道の記憶と原風景を留める「越後の荒川」
54 号 伏流水と「もったいない精神」が生んだ六田麩
55 号 水・舟運そしてパーソナルネットワーク資本へ

山形

12
14 号 盆地都市と水の文化
14 号 第 3回世界水フォーラム報告
20 号 ベッドタウンを守る三つの消防物語
30 号 水都大阪を盛り上げる水陸両用バス
32 号 水の都 大阪の渡し
35 号 シビックプライドと地域ブランド
37 号 浪花商人の元気で牽引
47 号 橋から省みる水都大阪の再生
47 号 橋上の賑わい空間復活の可能性
48 号 大和川の総合治水
49 号 養殖に対する＜負のイメージ＞を変えていく
51 号 「御舟かもめ」クルーズに見る〈都市の川面〉の魅力

大阪

12
06 号 「水の文化」とは何か
06 号 天然ガキをよみがえらせた大造林
06 号 パイロット・フォレストの現場から
06 号 木を植える文化の国
09 号 北前船から北洋漁業へ
29 号 日本人の生食嗜好
42 号 岩手・山田町「御蔵の湯」の秘密
45 号 克雪から利雪へ
45 号 札幌市と歩んだ〈さっぽろ雪まつり〉
45 号 快適な北方都市の創造〈世界冬の都市市長会〉
48 号 リバーネット21ながぬまの取組み
48 号 大河と共に北へ向かえ！ 天塩川
51 号 「水」を活かしたリゾート戦略
52 号 農家の女性が生み出したカラフルな乾燥野菜
52 号 社会的水循環のトラベルストーリー
54 号 北前船が運んだ民謡
60号 島ぐるみで守り、育てる水源林

北海道

17
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川 メコン川

長江（揚子江）

黄河

アムール川

アマゾン川

ミシシッピ川

アメリカ

ロシア

中国

モンゴル

インド

スリランカモルディブ

タイ

オーストラリア

イラン

エジプト

フランス

イタリアスペイン

イギリス
オランダ

シンガポール

トルコ

セネガル

イスラエル

デンマーク

場所

記事で取り扱った場所の数
国内と海外の内訳

記事で取り扱った河川の数
源流から河口まで実際に巡った河川の数

＊内訳は編集部にて算出

国内

378 カ所

62 カ所

449 カ所

海外

71カ所

15 カ所

数
字
で
見
る
　

機
関
誌 『
水
の
文
化
』　の
20
年
［
場
所
］

数字で見る 機関誌 『水の文化』の20年 水の文化 60号11 10
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水と自然

水と社会

水と生活

159 

349 

470 

978 件

人 728 件

＊内訳は編集部にて算出

記事で取り扱った人・組織の数（延べ）
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